
スパンせん

砂の落下を容易にするとともに， 11問の砂箱で左右の動輸に砂

まきができる。砂絡の容積は 250-6501 で，大形の蒸気機関車

には 6501 のものを取付ける。運転室にある作用コックを操作

すれば， 空気管を経て砂まき総休に入った空気が吹出仁l から噴

出し，砂まき~*の中にたま っている砂を吹出す。出砂f置は砂ま

き管1;本につき 1 分間に 21 位に調整する。

電磁~気式砂まき装置は砂箱，足踏スイッチ，電磁弁，砂ま

き探，砂まき管，空気管からなる。電気機関車の砂箱はífVJ輪翰

ごとに前後 ・ 左右 4 j聞を台車わくに取付け 1 個の容量:は 251

である。運転室にある足踏スイッチを踏めば， 砂まき'11t磁弁が

作用し， 元空気だめから圧給空気が砂まき昔誌に送られ，タイヤ

とレーノレの接触面に黄土砂する。電磁空気式は11i:lt設作用と空気作

用の 2 つの作用に分けられ，電磁作用は制御スイッチから電源

をとっており ， 足踏スイッチを踏むとそれに応じてそれぞれの

電磁弁を作用させるものであり，空気作用は電磁弁が作用して

いる |百J.元空気だめ管と砂まき管が連結され， 砂まき禄の中に

ある空気吹出口から噴出する。

砂まき昔"は空気式または電磁空気式何れも同じ構造でよいが，

電気滋l刻車およびディーゼノレ俄|共11巨では砂箱の位置が低く，か

つ砂が湿気を帯びやすいので， と く に砂まき穏に砂がつまるこ

とを防止した構造のものを用いている。

図は EF58 形電気綴関車の砂箱 ・ 砂まき ~ifおよび砂まき管を

台車に取付けた関係位置を示す。(沢野周一)

スパンせん スパン線 (英)span wire 電車線を直俊吊架(ち

ょうが)方式によって架設する場合，電車線を支持するための鉄

よ り 線，または鋼より線。対柱!日1に設けられるものを本スパン

線， その他のものを補助スパゾ線主いう。また線路の左削Ijある

スパソ線(図ーI の 1 ) 
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スパン制~ (図ー l の 2 ) 
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いは右側に設けられるものをサイドスパン線 (side span wire) 

といい，線路に交差して設けられるものをクロススパン線 (cro­

ss span wire) という。グロススパン線は本スパ ン線のほかに，

電車線のjf;;j さを均一にするために， 相隣る電車柱聞に 1 - 2 筒

所設けてスパ γ創を通常 10 - 15m 程度にしている。

サイドスパン線はその形状から V&型 ， Y型お よびT裂に分け

ら*1..る。

図ー1 の 1- 3 はいずれも V型または Y型サイドスパ γ線を示

し，電車線との最短距離 d の長さが 30-60cm のもを V型サイ

ドスパン線， 2.5m 前後のものを Y 型サイドスパン線と名付け

るが，工事が比較的容易なこと，エE止が比較的低廉なこと ， 断

線した際電車線との接触のおそれがないことなどの見地から，

今日では一般にY型サイドスパン線が採用され，このうち図ーl

の 3 の形式が最近ではもっとも多く採用され， これをとくにそ

スパ γ線(図ーl の 3 ) 

/ 係h心点
-- t宇 4ι

!IA V: ，点

ι 

ス パ ン線(図ー2 の 1)
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スパン線(図ー2 の 2)
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